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まえがき 

この規格は，工業標準化法第 14 条によって準用する第 12 条第 1 項の規定に基づき，社団法人日本ばね

工業会(JSMA)／財団法人日本規格協会(JSA)から，工業標準原案を具して日本工業規格を改正すべきとの

申出があり，日本工業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が改正した日本工業規格である。 

これによって，JIS B 0004:1995 は改正され，この規格に置き換えられる。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願，実用新案権又は出願公開後の実用新案登録出願に

抵触する可能性があることに注意を喚起する。経済産業大臣及び日本工業標準調査会は，このような特許

権，出願公開後の特許出願，実用新案権又は出願公開後の実用新案登録出願に係る確認について，責任は

もたない。 

JIS B 0004 には，次に示す附属書がある。 

附属書 A（参考）幾何公差の図示方法 
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1. 適用範囲 この規格は，ばねの図示方法及び設計・製作仕様の表示方法について規定する。 

備考 ばね及びばね要素は，他の機械要素部品と異なり，所定の力を作用させたときの寸法又は所定

の寸法にしたときの発生力を指定して設計・製作することが多いので，単なる寸法形状だけの

表示では不十分である。このため，この規格では主な技術仕様を合わせて表示することとして

いる。 

 

2. 引用規格 次に掲げる規格は，この規格に引用されることによって，この規格の規定の一部を構成す

る。これらの引用規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。 

JIS B 0001 機械製図 

JIS B 0103 ばね用語 

JIS Z 8114 製図用語 

ISO 2162-1 Technical product documentation－Springs－Part 1: Simplified representation 
 

3. 定義 この規格で用いる主な用語の定義は，JIS B 0103 及び JIS Z 8114 によるほか，次による。 

a) 要目表 図には表現しにくい設計及び製作仕様の詳細を，所定の項目について記載した表の慣用名。 
 

4. ばねの図示方法 

4.1 ばねの種類及びその例 例示するばねの種類及びその例は，次による。ばねの図示方法は，JIS B 0001

によるほか，付図 1～53 による。 

なお，簡略図（付図 11，12，15，18，20，22，27，30，32，34，36）については，ISO 2162-1 による。 

a) 圧縮コイルばね（熱間成形，冷間成形）（付図 1～12） 

b) 引張コイルばね（付図 13～15） 

c) ねじりコイルばね（付図 16～18） 

d) 重ね板ばね（付図 19～25） 

e) トーションバー（付図 26 及び付図 27） 

f) スタビライザ（付図 28） 

g) 竹の子ばね（付図 29 及び付図 30） 

h) 渦巻きばね（付図 31～34） 

i) 皿ばね（付図 35 及び付図 36） 

j) 止め輪（付図 37～41，付図 48～51） 


